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13. 平瓦No369

14.平瓦NQ371

15. 平瓦No389

16. 平瓦随373

刊7. 面戸瓦No366
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1 . 平瓦No34

2. 平瓦 Nα347

3.英斗瓦No394

4. 5こ斗瓦 Nα208

5.面戸瓦No51 9

6. 面戸瓦N憫 88
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第60図15 8.
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第61図 212.
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行基瓦Nα204 第6耳 図 7

棟瓦Nα 3   第61図 8
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地
調査地点

コ ー ド

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

4100 1033

】ヒ漁革 東経

せんだいじょうあと

仙 台 城 跡

宮城県仙台市

青葉区

川内地内

仙台城跡

(全域)

[第 6次調査]

38° 15′ 00〃 140° 51′ 20″

2003.4.18

2003.8.8

約 145ha

重要遺跡の

遺構確認

調査

大広間跡

(3次 )

[第 7次調査]

38° 15′ 01〃 140° 51′ 35″

2003.8.4

2003.12.25

258=置

登城路跡

[第 8次調査]

38° 15′ 00″ 140° 51′ 35〃

2003.11.12

2003.12.25

58だ

青葉区

川内追廻地内

広瀬川

護岸石垣

[第 9次調査]

38° 15′ 47〃 140° 15′ 47″

2003.12.9

2003.12.17

50■置

(立面 )

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 言己 事 項

仙台城跡 城館跡 江戸時代

礎石跡・雨落

ち溝跡・溝状

遺構・石組側

溝・石垣・土

塁 。堀切・平

場

金 属 製 品

瓦・陶磁器

6次 仙台城全域に渡る遺構確認調
査を行い、石垣や堀切、土塁などの

残存状況を確認した。
7次 大広間跡の調査では、大広間
南辺部の遺構を発見 し、大広間東半
部の南北規模を確認 した。出土 した
金銅金具は江戸時代初期の技術的特
徴を有 し、大広間に使用されたもの
とみられる。
8次 登城路跡の調査では、石組側溝
跡や土塁跡を発見し、塀で使用された
とみられる瓦などが多数出土した。
9次 広瀬川護岸石垣の測量調査を

行い、石積み状況を記録した。
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